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学務教務支援事業室

１．入学試験機械処理に関する事項 （学務部入試課と協力）

（１）システムの開発・保守・管理

平成 29 年度入試への対応 

年次対応のため仕様変更を行い，SCSKに更新指示，動作テスト 

（２）入試機械処理の実行

特別入試および一般入試についての以下の処理 

志願者処理，成績処理，合格者処理を実行

  情報統括本部，伊都移転を前提とし，処理手順を変更

（３）入試制度改革に伴う変更内容の整理

平成 30 年度以降の入試改革について情報収集

２．入試追跡調査に関する事項（入学者選抜研究委員会から委託）

（１）追跡調査対象科目候補リストの作成

（２）調査対象科目確認手順整備

（３）追跡調査実行

（４）大学成績および資格試験成績データ取扱いのための枠組検討

３．教務事務電算処理に関する事項 （学務部と協力） 

（１）学部入学者の学籍データ作成処理

（２）学部入学辞退者，国費入学者データの作成処理

４．学生健康診断に関する事項（キャンパスライフ・健康支援センターと協力） 

（１）健康診断システムの保守・管理

（２）健康診断システムの改良

（３）キャンパスライフ・健康支援センターで行われる外注データ投入作業の補助

（４）新学務システムとの連携準備
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11.1　入学試験機械処理に関する事項（学務部入試課と協力）

（1）システムの開発・保守・管理

（2）入試機械処理の実行

（3）入試制度改革に伴う変更内容の整理

11.2　入試追跡調査に関する事項（入学者選抜研究委員会から委託）

11.3　教務事務電算処理に関する事項（学務部と協力）

11.4　�学生健康診断に関する事項 
（キャンパスライフ・健康支援センターと協力）

（1）追跡調査対象科目候補リストの作成
（2）調査対象科目確認手順整備
（3）追跡調査実行
（4）大学成績および資格試験成績データ取扱いのための枠組検討

（1）学部入学者の学籍データ作成処理
（2）学部入学辞退者，国費入学者データの作成処理

（1）健康診断システムの保守・管理
（2）健康診断システムの改良
（3）キャンパスライフ・健康支援センターで行われる外注データ投入作業の補助
（4）新学務システムとの連携準備
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５. 論文剽窃チェックサービス(iThenticate)の技術支援 

表 1：iThenticate 利用回数 

 

表 1：iThenticate 利用人数 (2015/4/1-2016/3/31) 

部局 2015年度 2016年度 

人間環境学府 7 1 

共通 6 9 

医学系学府（保健学科除く） 171 136 

医学系（保健学科） 3 11 

地球社会統合科学府 142 42 

工学府 479 152 

システム情報科学府 25 13 

歯学府 1 35 

比較社会文化学府 2 0 

数理学府 1 1 

法学府 120 277 

理学府 42 43 

システム生命科学府 2 0 

生物資源環境科学府 78 137 

経済学府 4 12 

総合理工学府 147 239 

芸術工学府 374 40 

薬学府 14 61 

全体 1,617 1,209 

 

 

11.5　論文剽窃チェックサービス（iThenticate） の技術支援

平成２８年度情報統括本部 ソフトウェア事業室（案） 

ソフトウェア事業室

１ マイクロソフト教育機関向けライセンスプログラム（EES：Enrollment for Education 

Solutions）サービスに関する事項 

本学とマイクロソフトとの EES 契約に基づき，次に示すマイクロソフト製品の利用（ソ

フトウェア使用許諾権）を本学構成員（学生，職員，名誉教授）に提供している。

図１．表１.に平成 29 年 3 月 31 日現在のソフトウェアのインストール数の推移を

示す。 

(1)マイクロソフト Windows OS

・Windows 10 Education(日本語/英語)（アップグレード）

・Windows 8.1 Pro/Enterprise(日本語/英語) （アップグレード/ダウングレード）

・Windows 7 Professional/Enterprise(日本語/英語)（アップグレード/ダウングレード） 

・Windows Vista Enterprise/Ultimate(日本語/英語)（アップグレード/ダウングレード）

※Windows Vista についてはマイクロソフト社のサポートが 2017 年 4 月 11 日までと

なっており、そのため平成２８年１０月末をもって提供を終了した。

(2)マイクロソフトオフィス

・Microsoft Office Professional Plus 2016(日本語/英語/多国語)

・Microsoft Office Professional Plus 2013(日本語/英語/多国語)

・Microsoft Office Professional Plus 2010(日本語/英語/多国語)

・Microsoft Office 2007 Enterprise(日本語/英語)

・Microsoft Office 2016 for Mac (日本語/英語）

・Microsoft Office for Mac 2011 (日本語/英語）

(3)マイクロソフト Core CAL(Client Access License)

・Windows Server CAL ・Exchange Server CAL

・Share Point Portal Server CAL ・System Center Configuration Manager CML

・Lync Server Standard CAL ・System Center Endpoint Protection CAL

○特記事項

・平成２８年４月に更新契約を行った。（平成２８年５月～平成２９年４月分）

・EES のオプション契約であるマイクロソフト社が提供する e-lerning システム（イマ

ジンアカデミー）の、サービス契約を行った。

・前年度から引き続き Microsoft Imagine サブスクリプション（教育・研究目的で利用

するサーバ OS や Visual Studio 等のソフトウェアが無償で利用できるサービス：平成

28 年 9 月 7 日から DreamSpark サブスクリプションから名称変更された。）サービスの

提供を行った。（表２.に平成 29 年 3 月 31 日現在のソフトウェアのインストール数の
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